
午

　前

午

　後

１日コ ー ス

１． コミュニケーションスキルについて
　 (1) 分かりやすい伝え方
 　(2) 「伝える」と「伝わる」の違いを知る

◎ オリエンテーション
　 研修の目的、体験から学ぶ重要性について

2． ビジュアルスキルについて
　 (1) 伝わる資料づくり
       ・ 伝えたい目的と訴えたいイメージを明確にする
       ・ デザイン、色、フォント、文字の大きさ、文字量の調整

3． プレゼンテーション
　 ・ 話の組立てを各班で相談して、代表者1名がチラシの
    1分プレゼンテーションを実施
　 ・ 講師からのアドバイスと各班の振り返り

講座料

時 間

資 料

60 効果的なプレゼンを実施する
伝わるプレゼンテーションスキル向上研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

係長主査主任主事

職員の業務においては、ポスター、説明会、イベント、窓口対応など伝える場で溢れています。さらに近年では、オンライン

などが広まり、対面ではない形でプレゼンテーションを行う機会もあるため、より実践的に「簡潔に」「分かりやすい」伝え方

を体得する必要性が高まっています。

【コミュニケーションスキル】として、表現、声、抑揚、姿勢、態度、目線、信頼関係構築、話の組み立て方、論理的思考力を身

につけます。また、【ビジュアルスキル】として、ポスターやチラシなどのデザイン、フォント、色、構成や、相手に響く言葉の選

択（キャッチコピー）など的確なデザインと情報の整理を学びます。演習を通して、実践的なプレゼンテーションスキルの体

得をめざします。

研修のねらい

■ 自分が伝えたいこと、相手が知りたいことを、分かりやすく伝える技術を学びます。

■ 情報や想いを論理的に整理、構造化して的確に伝えるプレゼンテーションを学びます。

■ 手法・理論・知識を体験的に学び、実践的スキルを身に付けます。

 　(2) 演習・チラシの作成

5． まとめ、質疑応答

4． 全体の振り返り

１日コ ー ス

１． アサーティブコミュニケーション
　 (1) 現状の課題

講座料

時 間

資 料

59 お互いに尊重し、
上手に自分の気持ちを伝える
アサーティブコミュニケーション研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

昨今重要視されているハラスメントやメンタル不調などは、職場のコミュニケーション上の問題と言われています。これ

まで以上に対面のコミュニケーションの重要性は増していますが、ハラスメント対策やメンタル不調対策のような特定の場

面を想定した訓練は行われているものの、職員として広く望ましいコミュニケーション力を養う機会は残念ながら多くない

のが実情です。 

一方で、個人のコミュニケーション力の問題が、人間関係の歪みに発展し、ひいては職場全体に大きな影響を与え続けて

いる例は枚挙に暇がなく、現場は疲弊し、対策が急がれます。

この研修では、アサーティブコミュニケーションの基本を多数の演習を通して体得し、より良い職場づくりの土台となる職

員の育成へとつなげます。

研修のねらい

■ アサーティブコミュニケーションの基本を理解します。

■ コミュニケーションに必要な「聴く力」を学びます。

■ 伝えにくいことも伝えられるアサーティブな伝え方を学びます。

2． アサーティブに必要なもの
　 (1) 自己信頼と自己受容
 　(2) アサーティブではない考え方のパターン

3． アサーティブに伝えるポイント
　 (1) アサーティブに伝えるためのポイント５つ

　・ ポイントの明確化
　・ アイメッセージ
　・ 「具体的」「事実」の説明
　・ 双方向の対話
　・ 主張しない権利

　 (2) 信頼を損なわないNOの伝え方

4． まとめ

係長主査主任主事

午

　前

午

　後

◇ ワーク : 現状を把握してみよう ◇

◇ 演習 : 伝わる深さの違いを知るペアワーク ◇

　 (2) アサーティブコミュニケーションとは
　 (3) アサーティブコミュニケーションの必要な人とは

　 (3) アサーティブに聴く力
       ・ 相手の思いを引き出す
　 (4) 問題解決のためのアサーティブ
       ・ DESC法

　 (4) 4つのコミュニケーションタイプ

◇ ワーク : アサーションチェックリスト ◇

◇ ワーク : 自己理解・あなたはどのタイプ ◇

◇ ワーク : 思い込みを変換しよう ◇

◇ ワーク : DESC法で伝えてみよう ◇
◇ 演習 : NO をアサーティブに伝えてみよう ◇

◇ 演　習 ◇
事実と感想を分けて伝える思考整理のプレゼンワーク

 　(3) 分かりやすい話の組み立て方

◇ 演習例 ◇

何を伝えたいか？言葉、画像、レイアウトなど
班ごとに話し合いコンセプトを立案しラフ案
を1人1案出して話し合います。相談の上、コ
ンセプトを決定して情報を収集し、チラシを作
成します。
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